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ご と　　　　　　　S5 こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n と tt ：z よ　う
いめる根なし書より起りしなるべし。これ其本外洋人たS一支那と和蘭のみ通商を許
　　　　　　　　ぷね　　いれ　　　　　　　　　　　　　がいほう
されて其他諸国の舶を入られず、また外邦へ舶をも出されず、外国の形勢、事理、
　　　　つまびらか
情実を詳にせられざるよりしてさのごとく畏怖せらるyなるべし。貴国人物制度の
ぜんぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみ
全備もとより外国の軽悔をうくべからざる事は上にいふ所のごとし。足下国に帰る
　　　　　　じ　り　　　　　　　　　　　　　　　　　つげしら
の後よく此事理をもて貴国の人々に告知しむべしといひしとそ。（2り
　光太夫にインタビューして『北磋聞略』を完成させた桂川爾周は、林子平の『三国通覧図
説』に序文を書いた入物である。この本は、発禁処分になり、著者の林子平と書騨の須原屋
市兵衛が処罰される事態をひきおこした。そこに代々将軍家の侍医をつとめる桂川家の長男
でありながら絶大な賛辞をかいたのである。1786年のことであった。甫周もロシアに開し一
家言をもつ人物だった。
　光太夫は絶海の孤島のようなロシア領アムチトカ島に漂着しながら、ロシア本土に渡り、
．シベリア大陸を横断、エカテリーナに直訴し初めて呂本に生還した人物である。薬草園に留
め麗かれても、これで自分の一生は終わったとは思わなかったであろう。世界を見てきた光
太夫は日本が鎖闘から開国の途上にあることを感じていたであろう。自分が架け橋となって
mシアと交易が開始された暁には、語学力や商才をいかすことも夢見ていたかもしれない。
　光太夫は、何はともあれ当時の日本人が抱いていたfロシア＝＝赤賊」イメージを払拭しな
ければならなかった。そしてロシアを平和な国として提示する必要があった。拝謁の場の操
作はそのR的にそうものではなかったのだろうか。そのような操作が可能であったのは、桂
川甫周という願ってもない人物をえたからでもあった。
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引用に際しては、適宜ルビを補ったり、省略したりした。
また返り点は省略した。
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